
第 5日

今月のテーマは… 電気
でんき

先日、卒業旅行で、京都に行ってきました。雪まで降る

っていても、春はやってきているのですね。少し注意して

ができます。みなさんも、寒さに負けずに、外に飛び出

さて、今月のあおぞら実験室は、「電気」というテーマ

たりしながら、普段、何気なく使っている電気の不思議

● 参加の部より

電磁石のはなし

磁石を砂の中に入れてかきまわすと砂

鉄がとれたり、磁石をクリップに近づける

と右の図のように次々につながってくっつ

いてくることはみんなよく

知ってしますね。この時

一つ一つのクリップは磁

石になっていて、次のクリ

ップを引きつけています。

このようにある物質が磁

石の性質を持つようにな

ることを“磁化（じか）”と

いいます。

今度はストローに銅線を巻きます。100

回以上、みっちり巻き、単三乾電池につな

ぎます。それだけではほとんどクリップは

引き寄せられませんが、ストローの中に

鉄製の“ボルト”（ねじ）を入れると、この

“ボルト”が磁石になってたくさんクリップ

が引き寄せられます（下の図）。この磁石

は、電気を利用して作った磁石なので「電

磁石（でんじしゃく）」といいます。

どうして“ボルト”が磁石になったのでし

ょうか。下の図を見てください。スイッチが

オフの時には

界”（磁石の力

生まれていま

にして電流を流

発生します。も

線の周りにも

はなぜボルト

を引き寄せなか

磁石の力を強

にくっついたク

ように“磁化”さ

ローの中に鉄

ルトが磁化され

ようになったの

化され、くっつ

磁石を使って調

「銅線に電気

る」のと逆に、
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寒さだったのですが、もう梅の花が咲いていました。寒いなぁと思

見回してみると、街中の色々なところから、春の訪れを感じること

して、春の気配を見つけてみませんか？

で実験をしていきます。電気を作ったり、電気を利用した実験をし

にせまってみましょう！

、電流が流れておらず、“磁

のはたらいている空間）は

せん。しかしスイッチをオン

すと、その周りには磁界が

ちろんストローに巻いた銅

磁界が発生します。それで

が無いと、ほとんどクリップ

ったのでしょうか。

くするのには、普通の磁石

リップが磁石の性質を持つ

れるものが必要です。スト

製のボルトを入れると、ボ

てたくさんのクリップがつく

る」性質があります。銅線を巻いてあるス

トローに磁石を出し入れすると、電気が流

れます。電気と磁石、不思議なつながりが

あるのですね！

●あおぞらメンバーによる本紹介

磁石のじっけんしつ

内藤善之 著

岩波書店(1980)

今月のあおぞら実験は電気のお話です。

そのなかに電磁石がでてきますね。電気

と磁石ってどんな関係にあるのでしょう

か。

電気と磁石の間には何の関係もないと

考えられていた時代がありましたが、

1820 年にエ ルステッドという人が「電

流の磁気作用」を発見しました。この発

見から、電気で磁石が作れるようになり

ました。

それからその反対に磁石から電気を作

る実験をファラデーが考え、1831年「フ

ァラ デーの 電磁誘導」と呼ばれる実験

に成功します。

ボルト
ストロー
です。どのような物質が磁

く性質を持っているのか、電

べてみましょう。

この本ではこのふたつの実験を小学生

の皆さんにもできるような手順で紹介し

ています。このごろは100円ショップで

単三電池
が流れると磁界が生まれ

「磁界が動くと電気が流れ

も磁石が買えます。この偉大な実験を、

皆さんの手でしてみてください。

（どーどー）



● オススメ･スポット 電力館①

電力館は、東京電力という会社が運営

している科学館。発電の仕組みや、普段

の暮らしの中で電気がどのように利用さ

れているかを紹介しています。その7階

“電気のできるまで、とどくまで”エリ

アには、火力発電、水力発電などの仕組

みや、発電所から皆さんの家庭までどの

ように電気が送られてくるのか（送電）

を、実物大の模型などを通して知ること

ができます。特に送電のコーナーでは、

発電所から家庭まで、電気と一緒に旅を

することができるようになっています。

電気のミニ知識コーナーもあって、この

ビラでも登場した交流や直流について、

わかりやすく解説していますよ。2月25

日のリニューアルオープンからSPAも登

場！

＜電力館＞

JR渋谷駅 ハチ公口から徒歩5分、

10:00～18:00、毎週水曜日休館

webページ：

http://www5.mediagalaxy.co.jp/

Denryokukan/

（塚田）

● 身の回りの科学

電気に種類？

～電池とコンセントの関係～

目に見えない物はなかなかイメージし

にくいものです。理科の勉強をしていて

も、やはり目に見えない電気の流れは難

しく感じる人が多いようです。そこで水

の流れに例えてみたいと思います。

水はどこからどこへ流れますか。高い

所から低いところへ流れますね。電

気・・・もう少し詳しく言うと、電子の

流れ・・・も同じです。たくさん電子が

密に集まっている所から、そうでないと

ころへ流れて行きます。調べてみると電

子は－の性質を持っていることがわかり

ました。つまり－の性質が密になってい

るところ（－極）からそうでないところ

（＋極）へ電子は流れていきます。・・・

ここであれ？っと思われた方はいません

か。＋から－の間違いでは無いのかな、

と思われませんでしたか。それは歴史的

ないきさつがあります。電子というもの

がはっきり分かっていなかったころ、

「電気の流れは＋の電気の流れである」

と定義してしまった事が原因です。本当

は、今まで書いたように－の電子の流れ

だったのです。

ところで電気の流れ方に２種類あるっ

てご存じでしょうか。水は高いところか

ら低いところへ流れますが、もし上下が

入れ替わってしまったら最初と反対向き

に流れますね。普通の生活の中で上下が

入れ替わってしまうことはあまりありま

せんが、電気の世界ではそれがよく起こ

ります。つまり先ほどまでAからBへ流

れていたと思ったら、次の瞬間にはBか

らAへ流れるのです。言い方を変えると、

＋と－がしょっちゅう入れ替わっている

のです。

身近な例では、電池は流れ方が一定（＋

と－が決まっている）ですが、コンセン

トは常に入れ替わっています。何と１秒

間に５０回、又は６０回入れ替わってい

ます。一定の流れ方を”直流（ちょくり

ゅう）”、入れ替わるのを”交流（こう

りゅう）”と呼んでいます。50Hz（ヘル

ツ）、60Hzというのが、その入れ替わる

回数を表しています。なぜこのように

２種類があるのかも、調べてみると歴史

的ないきさつがあります。日本で商業的

に電気を作る発電機は、明治時代に輸入

されました。その当時、関東にはドイツ

の50Hz、関西にはアメリカの60Hzの発

電機が輸入され、使われ始めました。そ

の境目は静岡県の富士川から新潟県の糸

魚川あたりになります。電気製品は、50Hz

用、60Hz用と回路が微妙に異なる物もあ

ります。そこで一旦普及してしまった後

では統一しようとしても出来なかったの

です。では自分の家の電気製品を見てみ

ましょう。50Hz用・60Hz用とかDC5Vと

かAC100Vと書かれていませんか。DCが

直流、ACが交流を表しています。 の後

の数字が電圧を表しています。携帯電話

やパソコンなどを使うのにはアダプタが

欠かせませんが、アダプタはコンセント

のAC（交流）100Vをそれぞれの機器が使

うDC（直流）の定められた電圧に適応

（adaptation：アダプテーション）させ

る道具です。光や熱などを出すような電

気製品以外は、実は直流で動作する物が

ほとんど。アダプタが交流を直流に変え

そして電圧を変えて、それで電気製品が

使える電気を供給しているのですね。身

近な電気製品の表示、たまにはよく見て

みるのも勉強になりそうです。

● あおぞら実験室からのお知らせ

あおぞら実験室のホームページがリニ

ューアルされ、掲示板は携帯電話からも

見られるようになりました。あおぞら実

験室の感想や、科学に関する疑問などな

ど、気軽に掲示板に書き込んだり、事務

局にメールを送ってみてください。

また、あおぞら実験室では、次回のあ

おぞら実験室のお知らせ、科学に関する

話題などをお届けする「あおぞらメール

マガジン」を準備中です。興味のある方

は、jimukyoku@aozora-jikken.com（あお

ぞら実験室事務局）まで。

☆あおぞら実験室のホームページ

http://www.aozora-jikken.com/

☆あおぞら実験室の掲示板

http://bbs1.nazca.co.jp/10/cappa/

（パソコンからのアクセスはこちら）

http://bbs1.nazca.co.jp/10/cappa/m/

（携帯からのアクセスはこちら）
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